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3CO2-SUICOM （Storage Utilization Infrastructure by COncrete Materials）

コンクリート製造過程における
CO2排出量がゼロ以下になる

コンクリート

・2008年から，鹿島・中国電力・

デンカ・ランデスの４社で開発

・すでに商品化済

（日本で開発した世界初の技術）
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4CO2-SUICOMの材料組成

①セメント量低減に加え，②CO2を吸収固定する特殊混和材（γC2S）を使用

γC2S（副生消石灰より生成）

CO2吸収固定量

-109kg/m3

＋

CO2と反応して硬化

開発した特殊混和材

セメント

セメント

高炉スラグ
（鉄鋼副産物）

使用量を

約1/3に低減

残りは副産物を利用
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5CO2の吸収固定方法

技術の核： 炭酸化養生
高濃度CO2の槽内で温度・湿度をコント
ロールし，短期間での炭酸化を実現

CO2CO2CO2CO2

養生槽

γC2S

CO2

CaCO3

γC2S

CO2

CaCO3

γC2S

CO2

CaCO3

養生槽内（温湿度管理）

☞製造過程でCO2を吸いこませる
☞炭酸化養生槽が必要

CO2濃度：80％

大気中のCO2濃度：
0.04％

CO2濃度：
80％
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6カーボンネガティブの実現
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一般製品

CO2-SUICOM

CO2排出量

従来技術

91kg/m3

-18kg/m3

-197kg/m3

(①セメント量低減)

-109kg/m3

(②実際に吸い込む)

CO2を固定する，という，削減
とは異なる【価値】を提供

●CO2-SUICOMの技術（世界唯一）
日本で開発した粉末状の特殊混和材
（γC２S）によりCO2を約100kg吸収固定

土木学会環境賞をはじめ，数々の賞を受賞
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7CO2の吸収固定方法（具体的事例）

養生槽

火力発電所内

火力発電所からの排ガスを利用した炭酸化養生

養生槽の例

➀養生槽内に
コンクリート製品を搬入

➁排気ガス
を注入
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8CO2の吸収固定方法（具体的事例）

ボンベを購入し，プレキャスト製品工場にてCO2供給
（世の中に流通しているボンベのCO2はすべて排気ガス起因）

コスモ石油

アンモニア

石油・アンモニア精製工場
では，濃度95％以上の
CO2が排出
→高純度化してボンベへ

岩谷産業のCO2製造拠点
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9CO2の吸収固定方法（将来像）

・様々な産業のCO2は可能な限り分離・回収
・DAC（Direct Air Capture）技術の進展により，CO2を大気から回収

☞CO2の行き先が無くなる ・・・ コンクリートが『受け皿』に

製鉄所のCO2分離回収装置
ESCAP商業1号機
（COURSE50ホームページより）

セメント工場のCO2回収システム案
（NEDO グリーンイノベーション基金事業ホームページより）

スイスのスタートアップが開発したDAC設備
（環境ビジネスオンラインホームページより）
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10CO2の吸収固定方法（将来像）

プレキャストコンクリート製品工場にDAC装置を配置し、
その場でCO2を回収→コンクリートに固定

https://www.kajima.co.jp/news/press/202407/26c1-j.htm

※川崎重工との共同研究
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11実用化状況：製品ラインナップ
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コンクリート型枠インターロッキングブロック

インターロッキングブロック、歩車道境界ブロック、

太陽光パネル基礎、コンクリート型枠、

 プレキャストコンクリートパネル等のコンクリート製品

歩車道境界ブロック 天井パネル

太陽光パネル基礎
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※2021年以前：岡山・広島の２拠点

実用化状況：サプライチェーン構築
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会員（団体名称）

一般社団法人 インターロッキングブロック舗装技術協会

一般社団法人 コンクリートパイル・ポール協会

全国エクステリアコンクリート協会

一般社団法人 全国ケーブルトラフ協会

一般社団法人 全国コンクリート製品協会

公益社団法人 全国土木コンクリートブロック協会

全国ヒューム管協会

全国ボックスカルバート協会

日本コンクリート矢板工業会

日本ＰＣボックスカルバート製品協会

ＰＣ管協会

一般社団法人 プレストレスト・コンクリート建設業協会

裾野が広いため、継続的な働きかけが必要
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実用化状況：製品ラインナップの拡充

・CO₂吸収量とコストのバランスがとれた
リーズナブルなCO₂-SUICOM

・従来品＝CO₂-SUICOM（P）よりも
CO₂固定量は少ないものの
価格は従来品よりも約33％低減
（右写真の大型ブロック擁壁にて試算）



14

Confidential

技術適用領域の拡大に向けて

生コン工場

セメント 水

砂利 砂

プレキャストよりも生コン現場打設のほうが圧倒的に多い

生コン現場打設施工

CO2排出量： 2,500万t

国内 8,200万m3/年

プレキャスト施工

CO2排出量： 450万t

国内 1,500万m3/年
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大崎上島のCR研究拠点による実証試験

毎日新聞 2022/9/29 地方版よりNEDO HPより

現場打設施工したコンクリートの炭酸化
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大崎上島のCR研究拠点による実証試験

コンクリート内部にパイプを埋め込み、中から炭酸化

田中ほか：分離回収CO2およびCO2透過パイプを用いた鉄筋コンクリート構造物へのCO2固定，令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会
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大崎上島のCR研究拠点による実証試験

テント式養生設備にて構造物を覆い、外から炭酸化

河内ほか：分離回収CO2を用いた鉄筋コンクリートの強制炭酸化，令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会



グリーンイノベーション基金

18
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鹿島を代表会社とし、55の企業・大学・機関で構成

CO2削減量・固定量を
最大化したコンクリート

の開発・社会実装

CUCOコンソーシアムの体制 19
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さらなる技術開発（GI基金）

トンネル覆工コンクリートを対象とした気流解析と設備検討

早川ほか：覆工コンクリートへのCO2 固定に関する炭酸化養生層内の気流解析，令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会
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さらなる技術開発（GI基金）

CUCO-SUICOMドームを大阪・関西万博へ

https://www.kajima.co.jp/news/press/202403/13a2-j.htm
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さらなる技術開発（GI基金）

CUCO-SUICOMテトラポッドを開発

(1) セメント削減

高炉スラグ微粉末

＋ ＋

CO2
固定

CO2

CO2

(1)＋(2)＋(3) 
材料由来のCO2排出量

をゼロ以下に！

(3) CCU 材料(2) 炭酸化養生

γC2S

γC2S

CO2

γC2S

CO2

CO2

CO2を吸収させた
粉体

CO2

高濃度CO2

https://www.cuco-2030.jp/pressrelease/20240125.html
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さらなる技術開発（GI基金）

CUCO-SUICOMテトラポッドを開発
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セメント 砂利（粗骨材）砂（細骨材）水空気

155 10 30 40

(Vol%)

CO2を粉体や骨材に固定したコンクリート(エコタンカルなど)
廃コンクリート等の廃棄物由来のCa分にあらかじめCO2を反応させて、CaCO3の粉末や骨材を製造し、それらを材料として

練り混ぜることでCO2を固定化したコンクリート

CCU材料の可能性
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25越えなければならない壁
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・大断面のコンクリートにCO2を浸透させる難しさ
（今の限界は10～20mm。その奥に早く・・・）

・CO2固定のための工程増によるコストアップ

・CO2自体のコスト

・CO2固定材料、CCU材料のコストと材料の需給

・裾野の広いコンクリート産業への技術展開 etc・・



ホームページでの積極的な情報発信 26

成果は積極的に公開しています
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ご清聴ありがとうございました


